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アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

 

〇求める学生像 

・高等学校において工学の基礎となる知識を身につけ、入学後の学修に対応できる基礎学力を有して

いる人 

・他者の意見を聞き、適切な判断に基づき、自らの考えを表現できる人 

・他者を思いやることができ、責任ある行動をとることができる人 

 

〇入学者選抜の基本方針 

本校の求める学生像に合致した人を選抜するため、一般選抜、社会人特別選抜を実施します。 

一般選抜では、本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を、学力検査（数学、英語、

専門）、調査書及び面接の総合評価によって選抜します。 

社会人特別選抜では，本校の教育を受けるのに必要な素養と基礎学力を有した人を，書類審査，面接

及び小論文の総合評価によって選抜します。 

 

Ⅰ.一般選抜 

１ 編入学者選抜を実施する系、募集人員及び編入学年 

学   科 系 募集人員 編入学年 

未来創造工学科 

機 械 ・ 知 能 系 若干名 

第 4学年 
電 気 ・ 電 子 系 若干名 

情報・ソフトウェア系 募集しない 

化 学 ・ バ イ オ 系 若干名 

 

２ 出 願 資 格 

次のいずれかに該当するものとします。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和 7年 3月卒業見込みの者 

(2) 高等専門学校において第 3学年の課程まで修了し、退学した者 

(3) 次のア～エに該当するもので、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者

及び令和 7年 3月 31 日までにこれに該当する見込みの者 

(ア)外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定した者 

(イ)文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者 

(ウ)専修学校の高等課程(修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(エ)高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1 号）による高等学校卒業程度認定試験

に合格した者（同規則附則第 2条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26年文部省令第

13 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 
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３ 志 望 す る 系 

  「１ 編入学者選抜を実施する系、募集人員及び編入学年」欄にある編入学選抜を実施する系、

「機械・知能系、電気・電子系、化学・バイオ系」から一つを選択し、出願書類に記載してく

ださい。 

 

４ 出 願 手 続 

  (1)  願 書 受 付 

    ① 受 付 期 間   令和 6年 7月 2日（火）から令和 6年 7月 5日（金）まで 

    ② 受 付 時 間   午前 9時から午後 4時まで 

           郵送する場合は、7月 5日（金）午後 4時必着 

    ③ 受 付 場 所   一関工業高等専門学校 学生課教務係 

                〒021－8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

                TEL 0191-24-4717 

      （注）  郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「編入学願書在中」と朱書きしてください。 

(2) 出 願 書 類 等 

   志願者は，次表の書類等を在籍（出身）学校長を経て提出してください。 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

写真票・受験票 

本校所定の用紙に必要事項を記入してください。なお、写真票に貼付する写真は、出

願前 3ヶ月以内に撮影した、上半身・無帽・正面向きの縦 4㎝×横 3㎝の大きさ

のもの。 

調 査 書 在籍（出身）学校所定の用紙に、学校長が記入の上、厳封したものを提出してください。 

卒業証明書又は 

卒業見込証明書 
在籍（出身）学校所定の用紙に、学校長が証明したものを提出してください。 

入 学 検 定 料 

 

16,500 円 

振込依頼用紙（本校所定）に記入の上、振込の手続きを行い、振込金証明書を振

込金証明書貼付票欄に貼り付けて提出してください。 

郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込は、「郵便局（ゆうちょ銀行）からの検定料の

振込みについて」（P18）を参照してください。 

返 信 用 封 筒 

（受験票送付用） 

長形３号の封筒に志願者の住所・氏名・郵便番号を明記して、244 円分の切手を貼付

してください。 

(3) 出願にあたっての留意事項 

   ① 受験上、障害等を理由に合理的配慮の提供を希望する場合は、出願に先立って、学生課教務係

に相談してください。なお、合理的配慮に関する希望及び問い合わせ内容は、入学者選抜の合

否判定に一切影響ありません。 

   ② 出願書類の氏名は、すべて戸籍上の文字で記入してください。 

   ③ 出願関係書類受理後は、志望系の変更は認めません。 

   ④ 出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあります。 

   ⑤ 受理した出願書類及び検定料は、返還しません。 

   ⑥ 出願に関しての不明な点は、学生課教務係に問い合わせてください。 
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５ 選 抜 方 法 

   入学者の選抜は、学力検査（数学 100 点満点、英語 100 点満点、専門 100 点満点の合計 300 点満

点）、調査書（330 点満点）及び面接（30 点満点）の総合点で判定します。なお、学力検査（専門）

は、口頭試問により行います。 

また、学力検査の総合点または各科目の得点が本校の定める基準に達しない場合は不合格となり

ます。 

 

(1) 学力検査及び面接の日時 

令和 6年 9月 5日（木） 

数   学 英   語 面接、専門（口頭試問） 

9:30～11:00 11:15～12:00 13:00～ 

     

(2) 学力検査科目 

系 教科 科  目 学力検査の範囲 

共     通 
数学 数学Ⅰ、数学Ⅱ 全範囲 

英語 英語コミュニケーションⅠ 全範囲 

機械・知能系 専門 

機械工作 
機械工作法の発達、機械材料、鋳造、溶接、  

塑性加工 

機械設計 
機械と設計、機械に働く力、材料の強さ、ねじ、 

軸とその部品 

電気・電子系 専門 電気回路 
電気回路の要素、直流回路、 

交流回路（三相交流を除く） 

化学・バイオ系 専門 
工業化学 物質の構成、元素と無機化合物、有機化学 

化学工学 物質収支、流体輸送、熱の移動 

    ※数学、英語：筆記試験 

    ※専門：口頭試問（ホワイトボードを使用する場合があります。） 

 

   (3) 学力検査及び面接の実施場所 一関工業高等専門学校 

                 集合場所は受験票の裏に記入して受験者に送付します。 

６ 携  帯  品 

   筆記用具（黒鉛筆（ＨＢ）、鉛筆削り、シャープペンシル、シャープペンシルの芯、消しゴム）、

受験票、昼食。 

※ 検査室においては、持参した時計はアラーム等の音が出ないよう設定してカバンにしまってください。 

また、携帯電話等の電子機器は電源を切ってカバンにしまってください。 
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７ 合 格 者 発 表 

     令和 6年 9月 11 日（水）正午、本校掲示及びホームページ（https://www.ichinoseki.ac.jp/）

で合格者の受験番号を発表するとともに、在籍（出身）学校長宛に合否を文書で通知し、併せて

合格者に「合格通知書」を送付します。なお、電話等による合否の問合わせには一切応じられま

せん。 

 
 

Ⅱ.社会人特別選抜 

１ 編入学者選抜を実施する系、募集人員及び編入学年 

学   科 系 募集人員 編入学年 

未来創造工学科 

機 械 ・ 知 能 系 若干名 

第 4学年 
電 気 ・ 電 子 系 若干名 

情報・ソフトウェア系 募集しない 

化 学 ・ バ イ オ 系 若干名 

 

２ 出 願 資 格 

  次の各号のいずれかに該当し、技術分野の業務に 2年以上従事している者（令和 7年 3月末で 2

年以上となる者を含む）で、卒業後、在職する企業に戻ることを前提とし、勤務先の所属長（代

表者又は準ずる者）が推薦する者とします。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(2) 高等専門学校において第 3学年の課程まで修了し、退学した者 

(3) 次のア～エに該当するもので、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者 

(ア) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指

定した者 

(イ) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者 

(ウ) 専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(エ) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1 号）による高等学校卒業程度認定試験

に合格した者（同規則附則第 2 条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 26 年文部省令

第 13 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 
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３ 出 願 手 続 

  (1) 願 書 受 付 

    ① 受 付 期 間   令和 6年 7月 2日（火）から令和 6年 7月 5日（金）まで 

    ② 受 付 時 間   午前 9時から午後 4時まで 

           郵送する場合は、7月 5日（金）午後 4時必着 

    ③ 受 付 場 所   一関工業高等専門学校 学生課教務係 

                〒021－8511 岩手県一関市萩荘字高梨 

                TEL ０１９１－２４－４７１７ 

      （注）  郵送の場合は、必ず書留郵便とし、封筒の表に「編入学願書在中」と朱書きしてください。 

(2) 出 願 書 類 等 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入してください。 

写真票・受験票 

本校所定の用紙に必要事項を記入してください。なお、写真票に貼付する写真は、

出願前 3ヶ月以内に撮影した、上半身・無帽・正面向きの縦 4㎝×横 3㎝の大き

さのもの。 

推薦書（承諾書） 本校所定の用紙に勤務先の所属長が作成してください。 

志 望 理 由 書 本校所定の用紙に記入してください。 

業 務 報 告 書 本校所定の用紙に業務内容の概要を記入してください。 

調 査 書 出身学校所定の用紙に、学校長が記入の上、厳封したものを提出してください。 

卒 業 証 明 書 最終学校の卒業証明書を提出してください。 

在 職 証 明 書 様式は任意です。ただし、在職期間が記入されているものを提出してください。 

入 学 検 定 料 

16,500 円 

振込依頼用紙（本校所定）に記入の上、振込の手続きを行い、振込金証明書を振

込金証明書貼付票欄に貼り付けて提出してください。 

郵便局（ゆうちょ銀行）からの振込は、「郵便局（ゆうちょ銀行）からの検定料の

振込みについて」（P18）を参照してください。 

返 信 用 封 筒 

（受験票送付用） 

長形３号の封筒に志願者の住所・氏名・郵便番号を明記して、244 円分の切手を貼付

してください。 

そ の 他 
現に日本国内に在住する外国人は、市区町村長が発行する「住民票謄本」を提出して

ください。 

 (3) 出願にあたっての留意事項 

    ① 受験上、障害等を理由に合理的配慮の提供を希望する場合は、出願に先立って、学生課教務

係に相談してください。なお、合理的配慮に関する希望及び問い合わせ内容は、入学者選抜の

合否判定に一切影響ありません。 

    ② 出願書類の氏名は、すべて戸籍上の文字で記入してください。 

    ③ 出願関係書類受理後は、志望系の変更は認めません。 

    ④ 出願書類に虚偽の記載があった場合は、入学後であっても入学を取り消すことがあります。 

    ⑤ 受理した出願書類及び検定料は、返還しません。 

    ⑥ 出願に関しての不明な点は、学生課教務係に問い合わせてください。  
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４．選 抜 方 法 

   書類審査、面接（口頭試問含む）及び小論文の結果に基づいて総合的に判定します。 

   面接は、志望理由書、業務報告書、基礎学力等について口頭試問等を行います。 

(1) 検査の日時 

令和 6年 9月 5日（木） 

小論文 面接(口頭試問含む) 

10:00～10:50 11:00～ 

 

(2) 検査の実施場所     一関工業高等専門学校 
               集合場所は受験票の裏に記入して受験者に送付します。 

 
５ 携   帯   品 

   筆記用具（黒鉛筆（ＨＢ）、鉛筆削り、シャープペンシル、シャープペンシルの芯、消しゴム）、

受験票、昼食 

※ 検査室においては、持参した時計はアラーム等の音が出ないよう設定してカバンにしまってください。 

また、携帯電話等の電子機器は電源を切ってカバンにしまってください。 

 
６ 合 格 者 発 表 

     令和6年9月11日（水）正午、本校掲示及びホームページ（https://www.ichinoseki.ac.jp/）
で合格者の受験番号を発表するとともに、推薦者宛に合否を文書で通知し、併せて合格者に「合格

通知書」を送付します。なお、電話等による合否の問合わせには一切応じられません。 

 
 

Ⅲ．個人情報の取り扱いについて 

 

入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成

績・評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用するとと

もに、次の目的のためにも利用します。 

(1) 入学後の教育・指導 

(2) 入学料、授業料の免除申請の審査 

(3) 奨学金申請の審査 

(4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 
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入 学 案 内 
高等専門学校は、本来中学校卒業者を受け入れ、5 年間の一貫教育により専門の技術者を養成す

る高等教育機関ですが、本校は 4年次へ工業系及び普通科（理系コース）・理数科の高等学校の卒

業生を受け入れるよう門戸を開いています。 

工業高等専門学校の 4、5 年の課程は、理論と実践技術の一体化を図り、時代の変化に即応でき

る能力を身につけることにあり、特に 5 年次の卒業研究では、教員との 1 対 1 の指導を受けなが

ら、研究開発に必要な能力を養います。 

高等学校を卒業して技術を習得した諸君にとっても、編入学することにより一段とその能力を伸

ばすことができます。 

卒業後は、大学の工学部に準じた、しかもより実践的な技術者として、大学卒より 2 年早く社会

で活躍できます。また、高専の専攻科に進学する道や大学の 3年次に編入学する道もあります。 
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１ 未来創造工学科の紹介 

未来創造工学科は、1学科 4系（機械・知能、電気・電子、情報・ソフトウェア、化学・バイオ）

7 分野の教育体制をとっています。第 2学年進級時に 4系に分かれますが､第 4・5 学年では系の専門

教育だけでなく、系を横断した分野別専門教育を受けることができます。このような分野の配置

と学生の選択により、自分の専門以外の分野を幅広く学習することができます。これにより、多様

化する社会のニーズに柔軟に対応できるとともに、所属する系の壁を越え、学生が興味をもった

他分野の学習・研究に自ら取り組みやすくなっています。 

 

４系で養成する人材像 

 

機械・知能系 

  機械工学を基盤とした設計、機械要素、材料、加工、力学、熱流体、制御、計測等の専門知識を学修

するとともに、実験・実習・研究などの課題発見・課題解決型教育を通して、実践的かつ異分野横断

的に機械系分野の技術を習得します。さらに、次世代ロボット、EV などの次世代自動車、再生可能エ

ネルギー利用などの応用的な分野で必要となる専門知識や技術を修得することにより、実践的・創造

的技術を有する次世代の機械系技術者を養成します。 

 

電気・電子系 

  電気工学および電子工学にかかわる電気磁気現象、電気回路、電子回路、電気機器、電力、材料、エ

ネルギー等の専門知識を学修するとともに、実験・実習・研究などの課題発見・課題解決型教育を通

して、実践的かつ横断的に電気・電子分野の技術を習得します。さらに、電子機器や自動車の制御な

ど応用的な分野や電力分野で必要となる専門知識や技術を修得することにより、実践的・創造的技術

を有する次世代の電気系技術者を養成します。 

 

情報・ソフトウェア系 

  情報工学にかかわるソフトウェア設計、データ構造とアルゴリズム、ネットワークシステム、人工知

能、符号理論等の専門知識を学修するとともに、実験・実習・研究などの課題発見・課題解決型教育

を通して、実践的かつ横断的に情報・ソフトウェア分野の技術を習得します。さらに、ロボットや自

動車の制御など応用的な分野で必要となる専門知識や技術を修得することにより、実践的・創造的技

術を有する次世代の情報系技術者を養成します。 

 

化学・バイオ系 

  化学製品を効率的に生産するための「化学工学」と、微生物や酵素を利用するための「生物工学」を

中心に、化学プロセスや計測制御、生化学や微生物工学などの専門知識を学修するとともに、反応工

学や計測制御、酵素反応や遺伝子工学などの実験を行うことによって、実践的かつ横断的に化学・バ

イオ分野の基礎を身につけます。さらに、環境・エネルギー問題にも正しい知識と関心を持ちながら、

生活を豊かにする化学製品（プラスチック、医薬品、食品、新素材など）の製造や分析に関わる技術

を身に付け、化学工業や石油、食品、医薬品製造、環境分析の分野で活躍する次世代の化学・バイオ

系技術者を養成します。 
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２ 教育課程表 

一般科目 

 

  

1年 2年 3年 4年 5年

国 語 Ⅰ 2 2
国 語 Ⅱ Ａ ※ 2 2
国 語 Ⅱ Ｂ 1 1
国 語 Ⅲ 2 2
日 本 語 表 現 法 1 1
文 学 1 1
地 理 1 1
歴 史 2 2
倫 理 2 2
政 治 ・ 経 済 ※ 2 2
基 礎 数 学 Ⅰ Ａ 2 2
基 礎 数 学 Ⅰ Ｂ 2 2
基 礎 数 学 Ⅱ 2 2
微 分 積 分 Ⅰ Ａ 2 2
微 分 積 分 Ⅰ Ｂ 2 2
微 分 積 分 Ⅱ 2 2
線 形 代 数 Ⅰ 2 2
線 形 代 数 Ⅱ 1 1
解 析 学 Ⅰ 2 2
解 析 学 Ⅱ 1 1
基 礎 物 理 1 1
物 理 Ⅰ Ａ 2 2
物 理 Ⅰ Ｂ 1 1
化 学 Ⅰ Ａ 1 1
化 学 Ⅰ Ｂ 1 1
化 学 Ⅱ Ａ 1 1
化 学 Ⅱ Ｂ 1 1
生 物 ・ 地 学 1 1
保 健 体 育 Ⅰ 2 2
保 健 体 育 Ⅱ 2 2
保 健 体 育 Ⅲ 2 2
体 育 2 2
総 合 英 語 Ⅰ Ａ 2 2
総 合 英 語 Ⅰ Ｂ 2 2
総 合 英 語 Ⅱ Ａ 1 1
総 合 英 語 Ⅱ Ｂ 2 2
英 会 話 1 1
総 合 英 語 Ⅲ Ａ 1 1
総 合 英 語 Ⅲ Ｂ 1 1
英 語 表 現 Ⅰ ※ 2 2
英 語 演 習 Ⅰ ※ 2 2
英 語 演 習 Ⅱ ※ 2 2
第 二 外 国 語 Ⅰ ※ 2 2 ドイツ語または中国語のいずれかを修得

21 24 14 8 2

物 理 Ⅱ Ａ 1 1
物 理 Ⅱ Ｂ 1 1
物 理 Ⅱ Ｃ 1 1
物 理 Ⅱ Ｄ 1 1
音 楽 2 2
美 術 2 2
哲 学 2 2
歴 史 学 2 2
法 学 2 2
経 済 学 2 2

0 4 4 0 8
0 2 2 0 2

人 文 社 会 科 学 Ⅰ 2 2
人 文 社 会 科 学 Ⅱ ※ 2 2
英 語 表 現 Ⅱ ※ 2 2
第 二 外 国 語 Ⅱ 1 1

0 0 2 2 3

課 題 研 究 Ⅰ 1
課 題 研 究 Ⅱ 4

5 5 5 5 5
5 5 5 5 5
26 33 25 15 18

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目である。
注意事項
 (1) 選択必修科目は、グループ別に指定された科目（6単位）を修得すること。 　
 (2) 選択科目の課題研究Ⅰ，課題研究Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規則を参照のこと。
 (3) 第二外国語は，ドイツ語と中国語から選択すること。

選 択 科 目 履 修 可能 単位 数計 5

一 般 科 目 開 設 単 位 数 合 計 97

必 履 修 科 目 開 設 単 位 数 計 7
選
択

科
目

1
１～４

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計 5

選 択 必 修 科 目 開 設 単 位 数 計 16

選 択 必 修 科 目 単 位 数 計 6

必
履
修

科
目

必
 
 
修
 
 
科
 
 
目

必 修 科 目 単 位 数 計 69

選
択
必
修
科
目

　　機械・知能系，化学・バイオ系はⅡＡ・ⅡＢを修得
　　電子・電気系，情報・ソフトウェア系はⅡＣ・ⅡＤを修得

　　音楽または美術のいずれかを修得

　　哲学または歴史学または法学
　　または経済学のいずれかを修得

備考
区
分

授業科目
開　設
単位数

学年別配当単位数
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専門科目 

機械・知能系 

 

1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 1 1
微 分 方 程 式 1 1
確 率 ・ 統 計 1 1
応 用 物 理 Ⅰ ※ 2 2
機 械 工 作 法 2 2
機 械 工 作 実 習 2 2
機 械 加 工 学 1 1
工 業 力 学 1 1
材 料 力 学 Ｉ 1 1
材 料 工 学 Ｉ 1 1
メ カ ニ ズ ム ※ 2 2
電 気 工 学 1 1
情 報 処 理 1 1
機 械 設 計 実 習 2 2
機 械 シ ス テ ム 設 計 実 習 2 2
機 械 シ ス テ ム 制 御 実 習 2 2
機 械 ・ 知能 シス テム 実験 2 2

機 械 総 合 設 計 実 習 2 2
情 報 リ テ ラ シ ー 2 2
基 礎 製 図 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 M 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 E 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 J 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 C 1 1
系 導 入 セ ミ ナ ー 2 2
未 来 創 造 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 展 開 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 専 門 セ ミ ナ ー 1 1
卒 業 研 究 10 10

9 6 16 5 13

材 料 力 学 Ⅱ ※ 2 2
材 料 工 学 Ⅱ ※ 2 2
機 械 力 学 ※ 2 2
熱 力 学 ※ 2 2
流 体 力 学 ※ 2 2
メ カ ト ロ ニ ク ス ※ 2 2
基 礎 制 御 工 学 1 1
機 械 設 計 ・ 要 素 学 2 2
数 値 ・ 情 報 解 析 1 1
Ｃ Ａ Ｅ 1 1
伝 熱 工 学 ※ 2 2
エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 ※ 2 2
応 用 制 御 工 学 1 1
熱 機 関 ※ 2 2
応 用 機 械 材 料 工 学 ※ 2 2
工 作 機 械 ※ 2 2
計 測 工 学 ※ 2 2
ロ ボ ッ ト 工 学 ※ 2 2
地 域 創 造 学 1 1
実 践 技 術 Ⅰ 1 1
実 践 技 術 Ⅱ 1 1
工 業 英 語 ※ 2 2

0 0 0 19 18

環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅰ ※ 2 2
環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅱ ※ 2 2
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 ※ 2 2

機 械 学 習 ※ 2 2
アドバンストロボティクス ※ 2 2
知 能 ・ シ ス テ ム 概 論 ※ 2 2

先 端 機 能 性 材 料 工 学 ※ 2 2
マ テ リ アル 特性 評価 工学 ※ 2 2
先 端 複 合 加 工 工 学 ※ 2 2

デ ー タ サ イ エ ン ス ※ 2 2
パ タ ー ン 認 識 ※ 2 2
計 算 幾 何 学 ※ 2 2

電 子 工 学 ※ 2 2
電 気 通 信 ※ 2 2
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2

化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅰ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅱ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅲ ※ 2 2

生 化 学 Ⅰ ※ 2 2
生 化 学 Ⅱ ※ 2 2
微 生 物 工 学 ※ 2 2

0 0 0 28 14

校 外 実 習 Ⅰ A ・ Ⅰ B ・
Ⅱ A ・ Ⅱ B ・ Ⅲ A ・ Ⅲ B

6
校外実習ⅠAまたは校外実習ⅠBのいずれ
かを必ず履修修得すること

課 題 研 究 Ⅰ 5
課 題 研 究 Ⅱ 4

7 7 9 58 43
7 7 9 38 33
16 13 25 63 56

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目である。
注意事項
 (1) 必履修科目（系基幹科目）は、全て履修すること。
 (2) 選択科目（分野展開・系発展科目）については、＊を付した分野より必ず１分野選び、３科目全て履修すること。
　　　注：選択した分野以外の「選択科目（分野展開・系発展科目）」も履修可とするが、＊を付していない分野の科目は、
　　　　時間割編成上履修できない場合がある。
 (3) 校外実習は、長期休業期間中に集中講義の形式で実習を主体として実施される科目である。
      履修方法についての詳細は、校外実習に関する規則を参照のこと。
 (4) 選択科目の課題研究Ⅰ・Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規則を参照のこと。

備考
区
分

授業科目
開　設
単位数

学年別配当単位数

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計 49

必
履
修
科
目
（

系
基
幹
科
目
）

系 基 幹 科 目 単 位 数 計 37

選
択
科
目
（

分
野
展
開
・
系

発
展
科
目
）

　* 環境・エネルギー分野

　* 知能・システム分野

　* 加工・マテリアル分野

　　インフォマティクス分野

　　エレクトロニクス分野

　　化学プロセス分野

　　生物機能分野

分野展開・系発展科目単位数計 42

選
択
科

目
1～6

1～5
1～4

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計 94
選 択 科 目 履 修 可 能 単 位 数 計 64

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計 143
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電気・電子系 

 

  

認定 認定外 1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 Ⅰ ※ 2 2 2
応 用 数 学 Ⅱ ※ 2 2 2
応 用 物 理 Ⅰ ※ 2 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅰ 1 1 1
電 気 回 路 Ⅰ 1 1 1
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 1 1 1
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 1 1 1
電 子 回 路 1 1 1
電 気 機 器 Ⅰ ※ 2 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 1 1 1
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 1 1 1
電 気 電 子 製 図 1 1 1
電 気 情 報工 学基 礎実 験Ⅰ 2 2 2
電 気 情 報工 学基 礎実 験Ⅱ 4 4 4
電 気 情 報工 学応 用実 験Ⅰ 2 2 2
電 気 情 報工 学応 用実 験Ⅱ 2 2 2
創 成 工 学 実 験 2 2 2
情 報 リ テ ラ シ ー 2 2 2
基 礎 製 図 1 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 M 1 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 E 1 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 J 1 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 C 1 1 1
系 導 入 セ ミ ナ ー 2 2 2
未 来 創 造 セ ミ ナ ー 1 1 1
分 野 展 開 セ ミ ナ ー 1 1 1
分 野 専 門 セ ミ ナ ー 1 1 1
卒 業 研 究 10 10 10

25 27 9 6 16 9 12

基 礎 力 学 ※ 2 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅲ ※ 2 2 2
電 気 回 路 Ⅲ ※ 2 2 2
電 気 回 路 Ⅳ ※ 2 2 2
電 気 機 器 Ⅱ 2 2 2
電 気 電 子 材 料 1 1 1
パ ワ ー エレ クト ロニ クス 1 1 1
制 御 工 学 ※ 2 2 2
発 電 ・ 変 電 工 学 ※ 2 2 2
送 配 電 工 学 ※ 2 2 2
高 電 圧 工 学 ※ 2 2 2
電 気 電 子 計 測 ※ 2 2 2
電 気 応 用 工 学 ※ 2 2 2
電 子 回 路・ 電気 機器 設計 ※ 2 2 2
電 気 法 規・ 電気 施設 管理 1 1 1
地 域 創 造 学 1 1 1
実 践 技 術 Ⅰ 1 1 1
実 践 技 術 Ⅱ 1 1 1
工 業 英 語 ※ 2 2 2

27 7 0 0 0 15 19

環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅰ ※ 2 2 2
環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅱ ※ 2 2 2
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 ※ 2 2 2

機 械 学 習 ※ 2 2 2
アドバンストロボティクス ※ 2 2 2
知 能 ・ シ ス テ ム 概 論 ※ 2 2 2

先 端 機 能 性 材 料 工 学 ※ 2 2 2
マ テ リ アル 特性 評価 工学 ※ 2 2 2
先 端 複 合 加 工 工 学 ※ 2 2 2

デ ー タ サ イ エ ン ス ※ 2 2 2
パ タ ー ン 認 識 ※ 2 2 2
計 算 幾 何 学 ※ 2 2 2

電 子 工 学 ※ 2 2 2
電 気 通 信 ※ 2 2 2
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2 2

化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅰ ※ 2 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅱ ※ 2 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅲ ※ 2 2 2

生 化 学 Ⅰ ※ 2 2 2
生 化 学 Ⅱ ※ 2 2 2
微 生 物 工 学 ※ 2 2 2

0 42 0 0 0 28 14

校 外 実 習 Ⅰ A ・ Ⅰ B ・
Ⅱ A ・ Ⅱ B ・ Ⅲ A ・ Ⅲ B

6 1～6
校外実習ⅠAまたは校外実習ⅠBのいずれ
かを必ず履修修得すること

課 題 研 究 Ⅰ 5 1～5
課 題 研 究 Ⅱ 4 1～4

27 64 7 7 9 54 44
7 7 9 34 34

52 91 16 13 25 63 56

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目である。
注意事項
 (1) 必履修科目（系基幹科目）は、全て履修すること。
 (2) 選択科目（分野展開・系発展科目）については、＊を付した分野より必ず１分野選び、３科目全て履修すること。
　　　注：選択した分野以外の「選択科目（分野展開・系発展科目）」も履修可とするが、＊を付していない分野の科目は、時間割編成上履修できない場合がある。
 (3) 校外実習は、長期休業期間中に集中講義の形式で実習を主体として実施される科目である。
      履修方法についての詳細は、校外実習に関する規則を参照のこと。
 (4) 選択科目の課題研究Ⅰ・Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規則を参照のこと。
 (5) 電気主任技術者の認定を受ける者は、上記開設単位数欄中の認定に該当する科目を全て修得すること。

区
分

授業科目
開　設
単位数

開設単位数 学年別配当単位数
備考

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計 52

必
履
修
科
目
（

系
基
幹
科
目
）

系 基 幹 科 目 単 位 数 計 34

選
択
科
目
（

分
野
展
開
・
系
発
展
科
目
）

　* 環境・エネルギー分野

　* 知能・システム分野

　* 加工・マテリアル分野

　　インフォマティクス分野

　* エレクトロニクス分野

　　化学プロセス分野

　　生物機能分野

分野展開・系発展科目単位数計 42

選
択
科

目
1～6

1～5
1～4

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計 91
選 択 科 目 履 修 可 能 単 位 数 計 61

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計 143
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情報・ソフトウェア系                   

 

1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 1 1
微 分 方 程 式 1 1
確 率 統 計 1 1
応 用 物 理 Ⅰ 1 1
応 用 物 理 Ⅱ 1 1
電 気 電 子 基 礎 2 2
電 気 磁 気 学 1 1
論 理 回 路 ※ 2 2
情 報 数 学 ※ 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 2 2
応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
情 報 工 学 基 礎 実 習 Ⅰ 2 2
情 報 工 学 基 礎 実 習 Ⅱ 2 2
社 会 実 装 演 習 Ⅰ 2 2
社 会 実 装 演 習 Ⅱ 2 2
情 報 リ テ ラ シ ー 2 2
基 礎 製 図 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 M 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 E 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 J 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 C 1 1
系 導 入 セ ミ ナ ー 2 2
未 来 創 造 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 展 開 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 専 門 セ ミ ナ ー 1 1
卒 業 研 究 10 10

9 6 16 7 10

数 値 解 析 1 1
データ構造とアルゴリズムⅠ ※ 2 2
データ構造とアルゴリズムⅡ ※ 2 2
情 報 理 論 ※ 2 2
暗 号 理 論 1 1
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 論 1 1
画 像 処 理 ※ 2 2

CG ※ 2 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ ※ 2 2
オペレーティングシステム ※ 2 2
ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ※ 2 2
デ ー タ ベ ー ス ※ 2 2
モ デ リ ン グ ※ 2 2
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2
セ ン サ ー 工 学 1 1
知 能 ロ ボ テ ィ ク ス ※ 2 2
情 報 特 論 1 1
情 報 倫 理 ※ 2 2
情 報 処 理 実 習 Ⅰ 1 1
情 報 処 理 実 習 Ⅱ 1 1
地 域 創 造 学 1 1
実 践 技 術 Ⅰ 1 1
実 践 技 術 Ⅱ 1 1
工 業 英 語 ※ 2 2

0 0 0 17 21

環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅰ ※ 2 2
環 境 ・ エネ ルギ ー概 論Ⅱ ※ 2 2
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 ※ 2 2

機 械 学 習 ※ 2 2
アドバンストロボティクス ※ 2 2
知 能 ・ シ ス テ ム 概 論 ※ 2 2

先 端 機 能 性 材 料 工 学 ※ 2 2
マ テ リ アル 特性 評価 工学 ※ 2 2
先 端 複 合 加 工 工 学 ※ 2 2

デ ー タ サ イ エ ン ス ※ 2 2
パ タ ー ン 認 識 ※ 2 2
計 算 幾 何 学 ※ 2 2

電 子 工 学 ※ 2 2
電 気 通 信 ※ 2 2
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2

化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅰ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅱ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅲ ※ 2 2

生 化 学 Ⅰ ※ 2 2
生 化 学 Ⅱ ※ 2 2
微 生 物 工 学 ※ 2 2

0 0 0 28 14

校 外 実 習 Ⅰ A ・ Ⅰ B ・
Ⅱ A ・ Ⅱ B ・ Ⅲ A ・ Ⅲ B

6

課 題 研 究 Ⅰ 5
課 題 研 究 Ⅱ 4

7 7 9 56 46
7 7 9 36 36
16 13 25 63 56

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目である。
注意事項
 (1) 必履修科目（系基幹科目）は、全て履修すること。
 (2) 選択科目（分野展開・系発展科目）については、＊を付した分野より必ず１分野選び、３科目全て履修すること。
　　　注：選択した分野以外の「選択科目（分野展開・系発展科目）」も履修可とするが、＊を付していない分野の科目は、
　　　　時間割編成上履修できない場合がある。
 (3) 校外実習は、長期休業期間中に集中講義の形式で実習を主体として実施される科目である。
      履修方法についての詳細は、校外実習に関する規則を参照のこと。
 (4) 選択科目の課題研究Ⅰ・Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規則を参照のこと。

区
分

授業科目
開　設
単位数

学年別配当単位数
備考

必
 
 
修
 
 
科
 
 
目

必 修 科 目 単 位 数 計 48

必
履
修
科
目
（

系
基
幹
科
目
）

系 基 幹 科 目 単 位 数 計 38

選
択
科
目
（

分
野
展
開
・
系
発
展
科
目
）

* 環境・エネルギー分野

* 知能・システム分野

加工・マテリアル分野

* インフォマティクス分野

エレクトロニクス分野

化学プロセス分野

選
択
科
目

1～6
校外実習ⅠAまたは校外実習ⅠBのいずれかを
必ず履修修得すること

1～5
1～4

生物機能分野

分野展開・系発展科目単位数計 42

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計 143

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計 95
選 択 科 目 履 修 可 能 単 位 数 計 65
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化学・バイオ系 

 

 

1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 ※ 2 2
確 率 統 計 ※ 2 2
応 用 物 理 Ⅰ ※ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ ※ 2 2
基 礎 有 機 化 学 1 1
有 機 化 学 Ⅰ 1 1
無 機 化 学 Ⅰ ※ 2 2
分 析 化 学 1 1
物 理 化 学 Ⅰ 1 1
基 礎 化 学 工 学 Ⅰ 1 1
単 位 操 作 1 1
基 礎 生 物 工 学 Ａ 1 1
基 礎 生 物 工 学 Ｂ 1 1
分 析 ・ 無 機 化 学 実 験 4 4
有 機 化 学 実 験 2 2
物 理 化 学 実 験 2 2
化 学 工 学 ・ バ イ オ 実 験 Ⅰ 4 4
化 学 工 学 ・ バ イ オ 実 験 Ⅱ 2 2
情 報 リ テ ラ シ ー 2 2
基 礎 製 図 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 M 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 E 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 J 1 1
も の づ く り 実 験 実 習 C 1 1
系 導 入 セ ミ ナ ー 2 2
未 来 創 造 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 展 開 セ ミ ナ ー 1 1
分 野 専 門 セ ミ ナ ー 1 1
卒 業 研 究 10 10

9 6 16 9 14

有 機 化 学 Ⅱ 1 1
高 分 子 化 学 1 1
無 機 化 学 Ⅱ ※ 2 2
無 機 材 料 化 学 1 1
機 器 分 析 1 1
物 理 化 学 Ⅱ ※ 2 2
物 理 化 学 Ⅲ ※ 2 2
物 理 化 学 Ⅳ ※ 2 2
反 応 工 学 ※ 2 2
基 礎 化 学 工 学 Ⅱ 1 1
化 学 プ ラ ン ト 設 計 Ⅰ ※ 2 2
化 学 プ ラ ン ト 設 計 Ⅱ ※ 2 2
計 測 制 御 工 学 ※ 2 2
生 物 反 応 工 学 1 1
情 報 処 理 1 1
環 境 工 学 ※ 2 2
機 械 ・ 電 気 工 学 概 論 ※ 2 2
地 域 創 造 学 1 1
実 践 技 術 Ⅰ 1 1
実 践 技 術 Ⅱ 1 1
工 業 英 語 ※ 2 2

0 0 0 15 17

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 概 論 Ⅰ ※ 2 2
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 概 論 Ⅱ ※ 2 2
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 特 論 ※ 2 2

機 械 学 習 ※ 2 2
アドバンストロボティクス ※ 2 2
知 能 ・ シ ス テ ム 概 論 ※ 2 2

先 端 機 能 性 材 料 工 学 ※ 2 2
マ テ リ アル 特性 評価 工学 ※ 2 2
先 端 複 合 加 工 工 学 ※ 2 2

デ ー タ サ イ エ ン ス ※ 2 2
パ タ ー ン 認 識 ※ 2 2
計 算 幾 何 学 ※ 2 2

電 子 工 学 ※ 2 2
電 気 通 信 ※ 2 2
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 ※ 2 2

化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅰ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅱ ※ 2 2
化 学 プ ロ セ ス 工 学 Ⅲ ※ 2 2

生 化 学 Ⅰ ※ 2 2
生 化 学 Ⅱ ※ 2 2
微 生 物 工 学 ※ 2 2

0 0 0 28 14

校 外 実 習 Ⅰ A ・ Ⅰ B ・
Ⅱ A ・ Ⅱ B ・ Ⅲ A ・ Ⅲ B

6
校外実習ⅠAまたは校外実習ⅠBのいずれ
かを必ず履修修得すること

課 題 研 究 Ⅰ 5
課 題 研 究 Ⅱ 4

7 7 9 54 42
7 7 9 34 32
16 13 25 63 56

開設単位数の※は学則第１４条第４項に規定する科目である。
注意事項
 (1) 必履修科目（系基幹科目）は、全て履修すること。
 (2) 選択科目（分野展開・系発展科目）については、＊を付した分野より必ず１分野選び、３科目全て履修すること。
　　　注：選択した分野以外の「選択科目（分野展開・系発展科目）」も履修可とするが、＊を付していない分野の科目は、
　　　　時間割編成上履修できない場合がある。
 (3) 校外実習は、長期休業期間中に集中講義の形式で実習を主体として実施される科目である。
      履修方法についての詳細は、校外実習に関する規則を参照のこと。
 (4) 選択科目の課題研究Ⅰ・Ⅱの履修方法等についての詳細は、課題研究に関する規則を参照のこと。

選 択 科 目 開 設 単 位 数 計 89
選 択 科 目 履 修 可 能 単 位 数 計 59

専 門 科 目 開 設 単 位 数 合 計 143

分野展開・系発展科目単位数計 42

選
択
科

目
1～6

1～5
1～4

選
択
科
目
（

分
野
展
開
・
系
発
展
科
目
）

　* 環境・エネルギー分野

　  知能・システム分野

　* 加工・マテリアル分野

　　インフォマティクス分野

　  エレクトロニクス分野

　* 化学プロセス分野

　* 生物機能分野

系 基 幹 科 目 単 位 数 計 32

区
分

授業科目
開　設
単位数

学年別配当単位数
備考

必
修
科
目

必 修 科 目 単 位 数 計 54

必
履
修
科
目
（

系
基
幹
科
目
）
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３ 編入学時に必要な経費（令和 6年度入学者の場合）（注）在学中に授業料が改定になる場合があります。 

入 学 料 84,600 円 
日 本 ス ポ ー ツ 
振興センター掛金 1,550 円 

授 業 料 234,600円 後 援 会 入 会 金 10,000 円 

教科書代・教材費等 約 50,000 円 後 援 会 費 27,000 円 

学 生 会 入 会 金 2,000 円 企業見学旅行積立金 約 50,000 円 

学 生 会 費 8,500 円 TOEIC L&R IP 受験料 4,230 円 

学生事故対策資金 500 円 PROG(ｼﾞｪﾈﾘｯｸｽｷﾙ診断ﾃｽﾄ) 3,410 円 

合    計  約 476,000 円 

 

４ 入学料・授業料の減免 

  「高等教育の修学支援新制度」により、日本学生支援機構の給付奨学金を受けられる学生は、入学

料・授業料減免の申込みを行うことにより、入学料・授業料の減免が受けられます。 

  減免される額は、収入状況により全額、1/3、2/3 の額となります。 

   

５ 奨学金制度 

  日本学生支援機構が行う奨学金として、原則として返済不要な給付奨学金と返済が必要な貸与奨学

金があります。貸与奨学金には第一種奨学金（利息なし）と、第二種奨学金（年利率 3%を上限とした

利息あり）があり、これらの奨学金の併用貸与もできます。 

  給付奨学金は、住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯で学習意欲がある学生に対し審査のうえ支

給され、貸与奨学金は、学業、人物ともに優れ、かつ学資の支弁が困難と認められる者に対し審査の

うえ貸与されます。 

給付奨学金 

区分 
支給月額 

第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 

自宅 17,500 11,700 5,900 

自宅外 34,200 22,800 11,400 

※ 第Ⅰ区分は市町村民税所得割が非課税の世帯、第Ⅱ区分と第Ⅲ区分はそれに準ずる世帯です。

また、生活保護世帯等は月額が異なります。なお、第一種奨学金を同時に受ける場合は第一種

奨学金の額が減額されます。 

貸与奨学金 

区分    貸与月額 
 

最高月額 

第一種 
（無利子） 

自宅 20,000 30,000  45,000 

自宅外 20,000 30,000 40,000 51,000 

第二種 
（有利子） 

20,000 円から 120,000 円のうち 

10,000 円単位で選択 
※ 第一種奨学金（4 年生以上）では、申込時における前年１年間の家計収入が一定額以上の方
は、最高月額を除く月額から選択することになります。 

 
   なお、日本学生支援機構のほかに、地方公共団体、その他の団体でも奨学生を募集しています。 
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６ 寄    宿    舎 

 本校には、自宅からの通学が困難な地域の学生のため寮があります。男子寮は「須仰寮」、女子

寮は「白萩寮」と呼び、男子寮定員 312 名、女子寮定員 66名で、選考の上、原則として自宅から

の通学が困難な学生に入寮を許可することにしています。 

    学寮に入る場合に要する経費は、次のとおりです。 

 〈寮  費〉 （令和 6 年度入学者の場合） 

寄 宿 料  個   室 800 円 （月額） 

      複数人部屋 700 円 （月額） 

寮  費（入寮費）      3,000 円 （新入寮時のみ） 

  〃 （運営費）    140,000 円 （年額） 

  〃 （食 費） 約 400,000 円 （年額） 

寮生会費 4,000 円 （年額） 

寮生保護者会費 4,000 円 （年額） 

 

主 な 行 事 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4 月 新入寮生歓迎会 

5 月 レクリエーション大会、春季防火避難訓練 

7 月 寮祭（野外パーティー等） 

11 月 秋季防火避難訓練 

12 月 クリスマス会 

2 月 卒業生を送る会 



- 16 - 
 

ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシー 
 

ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針） 

教育目標に基づく以下に示す能力を身に付け，所定の単位を修得したものに対して，準学士課程の

卒業を認定します。 

① 国際社会の一員として活動できる。 

② 誠実で豊かな人間性と広い視野をもつ。 

③ 広い分野の基礎知識と優れた創造力・開発力をもつ。 

④ 継続的に努力する姿勢とさかんな研究心をもつ。 

⑤ 協調性と積極性をもち信頼される。 

⑥ 技術と社会や自然との係わりを理解し社会的責任を自覚できる。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

〇教育課程の編成方針 

  ディプロマ・ポリシーに基づき、一般科目、専門科目及び実験実習を低学年から高学年にかけて適

切に配置し、工学分野の知識および技術を効果的に修得できるように体系的に教育課程を編成します。

教育課程の編成方針を以下に示します。 

① 外国語でのコミュニケーション能力を育成するため、低学年から高学年をとおして英語に関する

科目を配置する。さらに高学年において第二外国語を配置する。 

② 誠実で豊かな人間性を育成し、広い視野を獲得させるため、人文社会系科目を配置する。 

③ 様々な視点でものごとを論理的に考える力を育成するため、工学に関する基礎科目を配置する。 

④ 専門的な知識・技術を育成するため、工学基礎科目と連携させながら、学年の進行とともに専門

科目数を多く配置する。また、基礎知識と専門分野の知識・技術を応用する力を育成し創造性を

育むため、実験実習を配置する。さらに、実践的な課題解決力を育成するため、課題解決型科目

を配置する。 

⑤ 自らの考えを持ちつつ他者と協調して活動する力を育成するため、グループワーク、ディスカッ

ション及びプレゼンテーションを取り入れた科目を配置する。 

⑥ 技術者として社会的な責任を自覚し適切な判断ができる力を育成するため、倫理観を育む科目を

配置する。また、実際に社会を経験するためにインターンシップ科目を配置する。 

 

〇教育課程の実施方針 

編成した教育課程をとおして学修の成果が効果的に得られるように、教育課程の実施方針を以下に

示します。 

(1) ディプロマ・ポリシーに定めた能力の育成を教育課程の中で実現させるようシラバスを作成し、

それに基づいて授業を実施します。 

(2) 学生の主体的学習を促進するため、授業時間外における様々な取り組みを推奨します。 

(3) 学修成果は成績評価で判断します。成績評価は各科目に掲げられた授業の到達目標に対する達

成度について、成績評価基準に基づいて行います。 
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〇成績評価基準 

成績評価は 100 点法により行い、学業成績を「優」、「良」、「可」及び「不可」の評語によって表し、

その区分は下記のとおりとします。ただし、特別活動の評価の区分は、合格又は不合格とします。 

 

 
第 1 学年から第 3学年 第 4学年及び第 5 学年 

優 80 点以上 80 点以上 

良 70 点以上 80 点未満 70 点以上 80 点未満 

可 50 点以上 70 点未満 60 点以上 70 点未満 

不可 50 点未満 60 点未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 

評語 
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　②【本校指定】振込依頼書（領収書・振込金証明書）

　　※①の「振込依頼書（兼振替払出請求書）」のほか、下記の本校指定の振込用紙を郵便局（ゆうちょ銀行）窓口に

　　　提出し、右端の「振込金証明書」に領収印を押印してもらい、本校に提出してください。

　　　左端の振込依頼書は記載は不要ですが、郵便局（ゆうちょ銀行）で保管します。

提出
必要

領収
ゆうちょ銀行

Ｒ○.○.○

受験者氏名
志望系を記載

不要

普 通 預 金 口座番号

フリガナ

フ リ ガ ナ

 上記のとおり領収しました。

銀行 銀行

支店 支店

TEL(             )  ー

精査印

［受験者の皆さんへ］

ＡＴＭ（現金自動預払機）による

振込はしないでください。

振替検印 振替相手科目 振替係印

振込手数料

取扱銀行領収印

収入印紙

一関工業高等専門学校入学検定料

（編入学者選抜） （編入学者選抜）

振 込 依 頼 書 電　信　扱 領　収　書 振込金証明書

一関工業高等専門学校入学検定料

手 数 料 振 込 人 負 担

一関工業高等専門学校入学検定料

（編入学者選抜）
　依　頼　日　　　　　 令和 　　　年　　　月　　　日 　　令和　　年　　月　　日　令和　　年　　月　　日

志望系

10

受
験
者

氏　 名

5 0
金

額 ￥

振　込

依頼人

住   　　所

受取人 独立行政法人国立高等専門学校機構本部

志　望　系

氏   　　名

系

5 0 06

取扱銀行領収印

氏　　名

系

受
験
者

フリガナ

志望系

（銀 行 控） （本 人 控） （提出用）

銀行領収印のないものは

無効とします。

銀行領収印のないものは

無効とします。

振込先
岩 手 銀 行　一 関 支 店

振込額

手
数
料

２０３６２０４
￥ 1 6 0 0

金
額 ￥ 1 6 5
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